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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 
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年
頭
に
当
た
り
ま
し
て 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は 

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

会
長
を
拝
命
し
て
は
や
く
も
本
年
４

月
で
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
が
会
員
の
方
々
、
役
員
の
皆
様
の

ご
協
力
、
労
組
・
並
び
に
会
社
の
強
力

な
惜
し
み
な
い
ご
支
援
を
賜
り
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
会
の
運

営
に
際
し
ま
し
て
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も

甚
だ
慣
れ
な
い
役
柄
ら
し
く
、
会
員
の

皆
様
に
は
ご
満
足
頂
け
な
い
と
こ
ろ
が

多
く
赤
面
の
い
た
す
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
歴
代
の
会
長
、
役
員

の
皆
様
が
こ
れ
ま
で
築
い
て
こ
ら
れ
た

歴
史
の
よ
う
な
も
の
を
大
切
に
誇
り

を
持
っ
て
維
持
継
続
し
て
ゆ
き
た
い
と

心
が
け
て
お
り
ま
す
。 

 
｢

菱
の
実
だ
よ
り
」の
発
行
も
お
陰
様

で
新
年
号
を
も
ち
ま
し
て
２
４
９
号
と

な
り
、
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
一
段
と

充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
毎
月
一
回

の
開
催
で
は
あ
り
ま
す
が
我
々
編
集

委
員
会
で
は
会
員
の
皆
様
か
ら
の
斬

新
な
原
稿
や
ご
活
躍
の
姿
を
取
り

込
ん
で
、
変
化
に
富
ん
だ
紙
面
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
沢
山
の
会
員
の
方
々
に｢

期
待

さ
れ
る
菱
の
実
会
だ
よ
り
」
を
お
届

け
す
べ
く
取
り
組
ん
で
ゆ
く
所
存
で

す
。 

 

昨
年
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
始
ま
り
、

東
京
五
輪
開
催
決
定
で
喜
び
、
消
費

税
増
税
で
落
胆
す
る
一
年
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年
３
月
で
ま

る
３
年
が
過
ぎ
ま
す
が
あ
の
空
前
の

大
震
災
も
も
は
や
ど
こ
か
忘
れ
去
ら

れ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
か
ね

な
い
こ
の
頃
で
す
。 

 

今
年
は
午
年
で
あ
り
ま
す
の
で
会

員
の
皆
様
並
び
に
馬
電
に
と
り
ま
し

て
も
更
に
飛
躍
す
べ
き
年
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
永
い
将
来
の
ど

こ
か
で
振
り
返
っ
た
ら
あ
ん
な
一
年

（
２
０
１
４
年
）
が
あ
っ
た
ナ
・
・
・
・
・
と

印
象
深
く
、
思
い
出
深
い
新
年
が
迎

え
ら
れ
れ
ば
誠
に
喜
ば
し
い
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

お
し
ま
い
に
な
り
ま
し
た
が
群
馬

製
作
所
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
清
栄
を

心
よ
り
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
菱
の

実
会
会
員
の
す
べ
て
の
皆
様
が｢

明
る

く
、
楽
し
く
、
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
健
康

長
寿
」
目
指
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年

を
過
ご
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

      

群
馬
菱
の
実
会
の
発
展
を
願
っ
て 

菱
の
実
会
の
皆
様
、
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
労
働
組
合
の

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

ま
た
、
本
年
６
月
に
三
菱
電
機

労
働
組
合
が
連
合
体
か
ら
組
織
単

一
化
し
て
結
成
六
十
周
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力
と
そ
の
活

動
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。 さ

て
、
昨
年
か
ら
デ
フ
レ
脱
却
に

向
け
て
、
政
府
要
請
に
よ
る
政
労

使
協
議
が
ス
タ
ー
ト
し
、
賃
金
引

き
上
げ
に
向
け
て
社
会
的
機
運
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
但
し
、
本
来
労

使
自
治
の
問
題
で
あ
り
企
業
の
業

績
回
復
と
持
続
的
な
成
長
、
そ
し

て
雇
用
の
拡
大
・
安
定
が
伴
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
の
春

季
交
渉
は
非
常
に
難
し
く
な
り

そ
う
で
す
。 

次
に
、
馬
電
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年

９
月
に
赤
城
社
宅
の
跡
地
に
独

身
・単
身
赴
任
寮｢

メ
ル
グ
ラ
ン
ツ

尾
島
」
が
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。

若
い
社
員
や
単
身
赴
任
者
が
快

適
な
生
活
を
し
、
馬
電
の
中
で
光

り
輝
く
活
躍
を
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。 

次
に
私
た
ち
の
給
湯
機
事
業
の

状
況
で
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら

未
だ
に
市
場
は
厳
し
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
新
た
な
ト
ー
タ
ル
コ

ン
セ
プ
ト｢

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｌ

Ｉ
Ｔ
Ｙ
」
の｢

ス
マ
ー
ト
電
化
」を
菱

の
実
会
の
皆
様
に
も
拡
販
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年

も
労
働
組
合
は｢

元
気
な
職
場
」

と｢

笑
顔
あ
ふ
れ
る
暮
ら
し
」
を

あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
菱
の
実
会

の
皆
様
と
は
更
に
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
共
に｢

笑
顔
あ
ふ
れ
る

暮
ら
し
」を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

本
年
も
菱
の
実
総
会
に
て
お
会
い

出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
な
が

ら
、
菱
の
実
会
の
益
々
の
発
展
と

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

群
馬
菱
の
実
会 

会
長 

二
宮 

平
太
郎 

 

労
働
組
合 

群
馬
支
部 

執
行
委
員
長  

荻
原 

浩
良 

 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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憲
法 

第
三
章 

国
民
の
権
利
及
び
義
務 

〔集
会
、
結
社
及
び
表
現
の
自
由
と
通
信
秘
密
の
保
護
〕  

第
二
十
一
条 

集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、 

こ
れ
を
保
障
す
る
。 

２ 

検
閲
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
信
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。 

祝祝  長長  寿寿  

「喜寿」のお祝い 

  

  

青木 徳次  様 太田市尾島町 77歳（1937/01/15） 

富岡 保夫 様 太田市下浜田町 77歳（1937/01/16） 

  長谷川哲男 様 太田市尾島町 77歳（1937/01/18） 

 荒木  勲 様 太田市南が丘町 77歳（1937/01/26） 

 

第７３回秋季グラウンドゴルフ大会 順位 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 久保田  舜 0 78 1 14 

準優勝 平賀   一 0 79 1 15 

３位 田部井秀夫 +5 81 0 20 

４位 島   保夫 +3 83 2 10 

５位 根岸佳代子 0 86 1 10 

６位 井上 佂光 0 87 1 11 

７位 根岸利喜蔵 +3 87 1 9 

 

秋季グラウンドゴルフ大会が、１１月２５日（月）利

根グラウンドゴルフ場で１７人の参加で開催されま
した。今回は、ハンディー制であかぎ・はるな・み
ょうぎコース（２周）の３２ホールで熱戦が繰り広げ
られました。結果はベテランで安定したプレーをし
ている 久保田  舜さん が優勝しました。 
尚、次回の冬季大会は、平成２６年２月２４日（月）
に予定しています。 
 

第６４回 ゴルフ愛好会コンペ 
順位 氏 名 GRS NET 

優勝 萩原十四夫 84 72.0 

準優勝 高木よし子 90 72.0 

３位 佐藤 好一 95 72.2 

４位 森尻 政美 106 73.6 

５位 目崎 道夫 92 74.0 

６位 川島 和平 90 74.4 

７位 橋本 保彦 95 74.6 

８位 大竹  操 100 74.8 

９位 青野 久之 89 75.8 

１０位 竹沢  宏 83 75.8 

 

第１５回 カラオケ大会 
 

順位 氏 名 曲 名 HD ＮＥＴ 

優勝 永沼ひろ子 橋  9.0 94.0 

準優勝 荒井 昭三 長良川艶歌 10.4 93.4 

３位 永沼   進 湯の町ｴﾚｼﾞｰ 4.2 92.2 

４位 栗原 正吾 兄弟船 13.7 88.7 

５位 根岸佳代子 おんなの山河 7.4 88.4 

６位 根岸利喜蔵 目ﾝ無い千鳥 0.45 86.45 

７位 佐藤 辰利 あやいろの恋 3.4 85.4 

 

 

１２月２日（月）「カラオケ本舗まねきねこ・尾島
店」で実施しました。オープニング曲は、島倉
千代子を偲び「東京だよおっかさん」を気持ち

を込めて合唱しました。大会の順番は、くじ引
きで決め２曲目を採点曲とし、其々「おはこ
曲」で競い合い、永沼ひろ子さんが見事に、
栄冠に輝きました。お腹から発声する元気ﾊﾂ
ﾗﾂの熱唱ぶりは選曲も含め見事でした。 

又、本年「菱寿」を迎えられﾍﾞｽﾄｸﾞﾛｽ 88 点を
マーク永沼進さんと、今年入会し連続参加さ
れた、長谷川正男さんへ特別賞が贈られまし
た。忘年会も兼ねての月会、各メンバー得意
曲４曲ずつ披露され大いに盛り上がりました。 

又 菱の実会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで、毎回紹介されるカ

ラオケコーナでは「新曲を覚えてレパートリー

増やす事は脳の活性化につながる」旨ご案内
がありますが、愛好会も皆さんと一緒にﾁｬﾚﾝ
ｼﾞしてゆきたいと思います。  

１２月１０日（火）上武ゴルフ場に於いて実施しました。 
今回は半年ぶりの上武ゴルフ場での開催でしたが、当日
は朝から雨が降っていて寒い雨の中のスタートとなりまし
た。１時間ほどで雨は止みましたが、雨の後は強風という悪
いコンデションの中、２８名の参加で頑張ってゴルフを行う
ことが出来ました。 
結果は悪コンデションのせいかベストスコアが竹沢宏さん
の８３回（後半３５回）で、８０台の人が５人と厳しい戦いの

中、萩原十四夫さんが前回に続き連続優勝をしました。ま
た準優勝の高木よし子さんは３大会連続の準優勝でした。
皆様のご協力に心より感謝申し上げます。 
次回大会は１４年４月桜の咲く頃に予定します（上武ゴルフ） 



 

 No．２４９（３）  

  

朔太郎記念館 

【 会員投稿 】       赤城山あれこれ （１）           星野 安正  

群馬県で最も広く親しまれよく知られている赤城山 
そんな中で「へーそうかい！」と思っていただける 
内容があるかも知れないので紹介します。 

１．山の構成     
山は複成火山で最高峰は外輪山の黒檜山、標高 
1828mです。地蔵岳、見晴山、小沼火山はカルデ 
ラ内に噴出した中央火口丘です。長七郎山は小沼 
火山の火口壁です。荒山、鍋割、鈴ヶ岳は側火山 
で、頂上はいずれも溶岩ドームです。大沼、覚満 
淵はカルデラ湖です。元のカルデラは新坂平から 
小沼の南のおとぎの森までの大きなものが、河川 
の浸食、中央火口丘による埋め立てにより小さく残 
りました。小沼は噴火口に水が溜まった火口湖で、伊勢崎市内を流れる粕川の源流になっています。 

下流の山腹には落差５０ｍの不動の大滝があり、冬季の氷壁に囲まれた景色に人気があります。地藏岳
から見た大沼はこの山一の絶景で、足元には一等三角点があります。裾野は長し赤城山と上毛カルタ
に詠われた裾野は広く、日本で富士山に次いで２番目です。 

2．つつじ           
葉が出る前に咲くヤシオつつじ、麓から徐々に咲き上がる山つつじ、開けた所をオレンジに染め上げる
レンゲつつじ等々、５月から７月にかけて至るところでつつじの群落が見られますが、中でもレンゲつつ
じの季節が最高の賑わいを見せます。白樺牧場の牛は、牛がレンゲつつじを食べないことを利用して、
レンゲつつじを保護するために放牧をしているのだそうです。下草刈りと施肥が牛の担当です。 
３．赤城神社           
大沼湖畔の赤城神社と山腹の三夜沢赤城神社があります。この２つの神社は本社争いをしていて訴訟
問題になったことがあります。赤城神社は県内に５１、県外に３２あるそうです。 
４．神話            
赤城山の神と日光の男体山の神が中禅寺湖の領有をめぐり、大蛇と大ムカデに化けて戦争をしました。
戦いは男体山の神の助っ人で弓の名手が、赤城山の神の目を射抜き、男体山の神が勝利しました。こ
の戦いの場所となったのが戦場ヶ原、射抜かれた目から滴り落ちた血で出来たのが赤池で、ここは現在
バス停もあり、戦場ヶ原散策の拠点となっています。また中禅寺湖の湖畔には歌ヶ浜と言う場所があり、
男体山の神が、戦勝祝いをした所とされています。私が秋にワカサギ釣りに行く所です。 
一方戦いに敗れた赤城山の神は逃げ帰り、刺さった矢を抜いて地面に突刺すと、そこから温泉が湧き
出しその温泉の効能でたちまち傷が癒え、男体山の神を追い返しました。追神が変化し老神になったと
か、赤城山の神が老いるまで過ごした温泉なので老神温泉とも言われています。 
老神温泉にある赤城神社では、温泉の神である大蛇の神輿を担いで温泉街を練り歩く大蛇祭りが毎年
５月に行われています。2013 年には世界一長い大蛇という事で、ギネスブックに登録されました、長さは
１０８ｍです。担ぎ手は温泉客も加わり２００人を超えました。 
面白いのは群馬県側の神話では、赤城山の神が大蛇で男体山の神が大ムカデになっていますが、栃
木県側の神話では反対に、男体山の神が大蛇です。  

男体山の登り口にある、二荒山神社(二荒山は男体山の古名)の神輿は とぐろを巻いた 大蛇です。 
５．徳川埋蔵金伝説          
徳川幕府の隠し金が赤城山にあると信じた人達によって今でも発掘が続いているそうですが､多くは失
敗に終わっている。糸井重里氏のテレビ番組を見入った人も多かったと思います。そこで赤城山は囮
（おとり）で真の埋蔵場所は他にあるとの説が広がりその中の１つに世良田東照宮があるそうです。<続く> 

＜事務局より＞：「名月赤城山」という名曲があります。「赤城の山も今宵限り、かわいい子分のてめえ達と
も別れ別れになる門出だ」という名セリフで知られる侠客・国定忠治が拠点とした赤城山を追われ、会津へと
落ちのびてゆく有名な場面を東海林太郎が歌った往年の大ヒット曲です。この曲を今、島津亜矢が歌い継いで
います。「男心に男が惚れて」という最初の一節で、この歌の背景と忠治の心の行方を見事に歌っています。 

島津亜矢の凄味を感じさせる一曲です。菱の実会ホームページの「今月のおすすめ動画」からご覧ください。 



No．２４９（４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

１月の囲碁愛好会 
１月２０日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１月の麻雀愛好会 
１月９日（木）２４日（金） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 1/7 日、22 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

１月の将棋愛好会  
１月２０日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１月 
グラウンドゴルフ例会 

１月２７日（月）９：３０ 
（集合 ９：１５） 

利根ＧＧ場 
（会費：無料） 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第６５回ゴルフ愛好会 ４月の予定  
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

２月のカラオケ月例会 ２月３日（水） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 2 月 1 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

２月の 

パソコンサークル 
２月３日（水） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

２月の幹事会 １月８日（水） １５：００ 労組会議室 
 

１月の編集委員会 
１月２０日（月）  

１３：３０ 
労組会議室  
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編
集
後
記 

・
本
紙
の
編
集
を
引
受
け
て
か

ら
七
年
が
た
ち
ま
し
た
。
従
来

の
形
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
少
し

ず
つ
改
良
を
加
え
て
き
ま
し
た
。

一
番
の
変
革
は
独
自
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
本
紙

を
カ
ラ
ー
化
し
て
ネ
ッ
ト
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閲
覧
出
来
る
よ
う
に
し
た
こ

と
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す
。
創
刊
号
か
ら
の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
も
ネ
ッ
ト
で
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覧
出
来
ま
す
。
時
々
、
過
去
の

菱
の
実
会
だ
よ
り
で
思
い
出

に
浸
る
の
も
一
興
か
と
思
い

ま
す
。
・
今
年
も
、
本
紙
へ
の

ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
篠
崎
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＜各愛好会の日程基本パターン＞ 
・囲碁（毎月１回、主に第二月曜日。大会は３月） ・麻雀（毎月２回、主に第二、第四木曜日） 
・将棋（毎月１回、主に第三月曜日。大会２回） ・グラウンドゴルフ（毎月１回、年４回大会） 
・ゴルフ（年５回、主に偶数月） ・カラオケ（毎月１回、主に第一月曜、年４回大会） 
・パソコン（毎月１回、主に第一月曜、13:30～） ・幹事会（毎月１回、主に第一月曜、15：00～） 
 


